
大学名

設立者

開学時期

公立大学
法人化の時期

公立化の理由

学部構成
（入学定員）

年度 志願者数 入学者数 倍率 年度 志願者数 入学者数 倍率 年度 志願者数 入学者数 倍率 年度 志願者数 入学者数 倍率 年度 志願者数 入学者数 倍率

H20 745 421 1.8 H21 2,601 （不明） (8.7) H21 562 393 1.4 H23 460 223 2.1 H23 267 213 1.3

H21 5,812 519 11.2 H22 3,582 （不明） (11.9) H22 1,288 469 2.7 H24 2,753 296 9.3 H24 239 155 1.5

H22 3,242 497 6.5 H23 2,590 342 7.6 H23 2,147 495 4.3 H25 1,003 295 3.4 H25 410 239 1.7

H26 2,637 511 5.2 H26 1,825 343 5.3 H26 1,745 489 3.6 H26 2,229 332 6.7 H26 1,196 246 4.9

H27 2,696 577 4.7 H27 1,577 359 4.4 H27 1,799 483 3.7 H27 1,544 297 5.2 H27 1,306 255 5.1

高知県 静岡県
北部広域市町村圏事務組合
（沖縄県北部12市町村）

鳥取県・鳥取市 長岡市

高知工科大学 静岡文化芸術大学 名桜大学 鳥取環境大学 長岡造形大学

平成２１年４月 平成２２年４月 平成２２年４月 平成２４年４月 平成２６年４月

平成９年４月 平成１２年４月 平成６年４月 平成１３年４月 平成６年４月

・教育環境・大学の地域貢献活動の向上
・教育に係る経済的負担の軽減

・システム工学群
・環境理工学群
・情報学群
・マネジメント学部
　　　　（計）

 170人
  90人
 100人
 100人
(460人)

・文化政策学部
・デザイン学部

　　　　　（計）

 200人
 100人

(300人)

・国際学群
・人間健康学部

　　　　　（計）

公設民営大学から公立大学法人が運営する大学への移行事例　（志願者数・入学者数の推移）

公立化前後の
志願者・入学者数

の推移

・公立大学法人化したH21には、私大型入試
で他の国公立大学と併願可能ということで、
志願者数が5,812人に跳ね上がった（倍率：
11.2倍）が、その後は4～5倍程度に落ち着
いている。

・公立大学法人化後初年度（H22）の志願倍
率は、H21の8.7倍から11.9倍に急増したが、
その後は徐々に倍率が下がり、最近は4～5
倍程度に落ち着いている。

・公立大学法人化したH22以降、志願者数が
激増し、ここ数年は1,700人以上を維持して
おり、志願倍率は、3～4倍台で推移してい
る。

・公立大学法人化したH24には志願者数が
激増し、志願倍率は9.3倍に跳ね上がった
が、その後は概ね5～6倍程度で推移してい
る。

・公立大学法人化したH26には、前年度
（H25）の1.7倍から4.9倍に、志願倍率が跳
ね上がり、その後、H27も5.1倍と高い倍率を
維持した。

 280人
 175人

(455人)

・環境学部
・経営学部

　　　　　（計）

 138人
 138人

(276人)

・造形学部

　　　　　（計）

 230人

(230人)

・県立大学との連携強化
・県内保護者の教育に係る経済的負担の
軽減

・開学時に公立大学法人制度がなく、学校
法人として開学したものの、公立化前から補
助金により公立並みに学費を維持
・地元の国公立大学志向に対応

・受験生の国公立大学志向に応える
・県民所得が全国最下位であり、教育に係
る経済的負担を軽減

・教育に係る経済的負担の軽減
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